
　

言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を

働
か
せ
、
言
語
活
動
を
通
し
て
、

国
語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に
表

現
す
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
指
す
。
（
略
）

遊べる展示 テーマ展示（ロングラン等） 国語教科書の変遷

▼
加
古
里
子
（
旧
武
生
市
出
身
）

か

こ

さ

と

し

　

【
絵
本
作
家
・
児
童
文
学
者
】

『
ひ
ら
け
て
い
く
海
』
（
平
成
８

年
度
版
学
校
図
書
３
年
下
）　
　

『
道
具
』
（
平
成
17
年
度
版
大
阪

図
書
２
年
下
）　
　
　
　
　
　
　

▼
竹
内
均
（
大
野
市
出
身
）　
　

た
け
う
ち
ひ
と
し

　
　

【
地
球
物
理
学
の
先
駆
者
】

『
大
陸
は
動
い
て
い
る
』
（
昭
和

55
～
58
年
度
光
村
図
書
５
年
上
）

▼
高
見
順
（
旧
三
国
町
出
身
）　

た
か
み
じ
ゅ
ん

『
わ
れ
は
草
な
り
』
（
昭
和
61
～

平
成
12
年
、
23
年
度
版
光
村
図
書

５
年
上
）　

【
小
説
家
・
詩
人
】

　

誰
も
が
受
け
た
「
国
語
」
の
授

業
。
「
国
語
」
が
い
つ
か
ら
始
ま

っ
た
か
ご
存
じ
で
す
か
。「
国
語
」

と
い
う
教
科
は
、
一
九
〇
〇
（
明

治
33
）
年
に
誕
生
し
、
来
年
で
一

二
〇
年
に
な
り
ま
す
。

「
学
制
」
発
布
時
点
で
は
、
「
読よ
み

物
」「
書
取
」
「
習
字
」
「
作
文
」

も
の

か
き
と
り

「
復
読
」
な
ど
、
国
語
の
内
容
を

ふ
く
ど
く

含
む
科
目
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
19
年
の
「
小
学

校
令
」で
「
読
書
」
「
作
文
」
「
習

よ
み
か
き

字
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
明
治
33
年

の
改
訂
で
子
ど
も
の
負
担
軽
減
の

た
め
、さ
ら
に
科
目
が
減
ら
さ
れ
、

「
国
語
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

「
国
語
」
の
目
的
は
、
言
語
や

文
字
、
文
章
と
い
っ
た
技
術
の
習

得
に
加
え
、
智
徳
（
＝
知
識
や
道

ち
と
く

徳
、
人
格
、
学
識
の
こ
と
）
を
養

う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。


